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中でも高部センター長が担うのは、統計数理研究所と共同研究を進めている、

異種のデータをつなぐ「データマッチング」や「名寄せ」と呼ばれる技術開発だ。

「各自治体が保有する行政記録、あるいは企業が保有するPOSデータなどをオー

プンに利用できるようにしていこうという動きがあります。これらとわれわれ

の公的統計のミクロデータを連携させていく場合に、各記録、各個人のデータを、

何を手がかりにどう連結させたらいいか、いわゆる「名寄せ」と呼ばれる技術的

な課題に取り組んでいます」。

さまざまなデータをつなぐことによって、新たな価値創造が起こるのが、ビッ

グデータの醍醐味だ。「経済学はもちろん都市工学の観点からの分析、あるいは

企業のマーケティングに資する分析、また国・地方自治体の政策立案に資する

分析等が行われており、こうした研究は今後も増えてくると考えています」と高

部氏は言う。

データサイエンス共同利用基盤施設の 
オンサイト施設

東京・立川市にあ

るデータサイエン

ス共同利用基盤施

設のオンサイト施

設。統計センター

の定めるセキュリ

ティ基準に従っ

て、極めて高い安

全性が確保された

部屋となっている。

研究者は、ここに一定時間滞在して、設置された端末からリモート

アクセスでデータ管理サーバにアクセスし、調査票情報を解析する。

受け入れを担当する情報・システム研究機構岡本基主任URAによ

れば「研究者が利用する調査票情報はすべて統計局・統計センター

が運営する中央管理施設のデータ管理サーバに格納されており、端

末にデータをダウンロードすることはできない「シンクライアント」

のしくみが構築されています」という。さらに画面を撮影すること

等による漏えいを防ぐため、監視カメラも設置されている。「利用

者も少しずつ増えてきていますので、公的統計ミクロデータ研究コ

ンソーシアムの運営とも連動して、公的統計の利活用と研究の発展

に貢献していきたい」と、岡本主任URAは言う。

情報・システム研究機構

データサイエンス共同利用基盤施設 オンサイト施設

https://ds.rois.ac.jp/center3_micro/
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自殺が少ない町には、路地が多い

「私の場合はまず地域の観察から始めます」という、統計数理研究所 医療健康

データ科学研究センターの岡檀特任准教授。そもそもはアンケート調査などか

ら、自殺が少ない地域に特有の思考傾向や行動様式に「援助希求（周囲に助けを

求める）能力が高い」点があることがわかってきたのだという。そこでさらに観

察を続けていくうちに、そのような町は密集していて、路地が多いことがわかっ

てきた。「すると、『もしかして、これ自殺率に関係している？』というところを

調べてみたくなるわけです」。

自殺を含めて、身体的・精神的健康に関わるさまざまな要因が、かつて考えら

れていたように細菌やウイルスだけではなく、今や社会、経済、貧困といった

さまざまな要因が関係していることは広く知られている。しかし、「『路地が関

係あるんじゃない？』と思ったところで、それだけでは自殺を防止する提言には

つながりません。路地というものをどう数値化して、自殺率データとどう連結

させるかというところが肝心」と岡特任准教授は言う。

「路地」とは何か、まずその定義からして「すごく曖昧」だという。「路地が少な

い地域と多い地域があるのは、誰もが感覚的にはわかっているし、やはり険し

い山間部には非常に少ないし、海岸部の密集したコミュニティには多いわけで

すね。しかし例えば道路幅何メートル以内の道といった決まりは何もないし、

地図にも載っていたり載っていなかったりします。一般的に考えられているのは、

自動車は通れないけれども、人は通れて、日常的に利用されているといったと

ころでしょうか」。

そこで客観的に数量化していくために、統計学、都市工学、土木の研究者の意

見を聞いたり、中でも地図会社の方々の協力を得られたことが、指標作りを大

きく進展させたという。ちなみに、車道に接していない建物には、アクセスす

るための路地が存在する可能性が高いことに注目したこの路地推定法は、現地

でのきめ細かな検証を通じて82％の判定率を達成し、公益財団法人日本測量調

査技術協会令和元年度「優秀技術論文会長賞」を受賞した。

質的×量的アプローチで社会的な要因をつきとめる

では具体的に、どのように指標化するのか。岡特任准教授の場合は、まずは足

を使った入念な地勢調査から始まる。「現地を見て、体感的に路地ってこういう

ことだよねということをまず書き出してみて、その条件を兼ね備えるためのロジッ

クは、どうしたらできるだろうということを研究グループで話し合います」。

「『路地のロジック』って、駄じゃれみたいなんですけど（笑）、次に、路地を抽

出するロジックを実際に作って計算します。そして計算が本当に合っているかを、

現地に戻って検証するんです。的中率が80％を超えるまで、これを繰り返して

精度を上げていきます」。この質的・量的という両方の手法を行き来する混合ア

プローチが、研究を始めた当初からの岡特任准教授の手法だ。「現地へ行かなけ

れば、指標に入れるべきものをやはり見落とすし、計算してから再び現場に戻っ

て合致しないものが見つかれば、やはり修正を重ねていきます。私は、データ

についてはぴったりフィットするものを探し求めるし、これだけでは見たいも

のが見られない時は、とことん探すし、なければ作る──これは、自分のこだ

わりですね」。
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まで経験したことのない状況があるため、それらがどのような影響

を持つかについても見ていかないといけないと考えています。

社会人を経験後、大学院へ進学したという経歴を持つ岡特任准教授。

「研究を始めた頃は数学が苦手なこともあって、質的なフィールド調

査中心で行くと考えていたんですけれども、すぐにビッグデータが

必要だ、それでこそフィールド調査が活きると気づかされました」

という。一方、久保田准教授が所属する多摩大学では、3年前にオ

ンサイト施設を設置。久保田准教授はこの運用から高齢者データの

プラットフォームづくり、さらにデータサイエンティスト育成プロ

グラムの策定などへ向けて尽力する。「どんな入口からでもいいから

データをちゃんと見ることができて、最終的なゴールに向けて分析し、

結果を出していくことが必要で、そういう人材を育てたい」という。

 ※本インタビューと対談は、オンラインで行われました。
公開日：2020/10/12

江戸時代から続く建築様式「みせ造り」。路地における“ベンチ”の
役割を担っている。旧海部町には現在も「みせ造り」が点在し、住民
らのコミュニケーションを促す仕掛けとなっている。生活空間にこう
したハブ（情報の集散）スポットがあることによって、住民らは無意
識のうちに自らの困りごとを小出しにし、コミュニティにおける問題
の早期開示、早期介入に結びついていると考えられる。

写真提供：岡  檀
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ハートグ：社会生活基本調査が10月頃に限定してデータが集められているのは、

確かに不便ですね。イギリスには2014～15年に18か月間にわたって集められ

たデータがあります。これだと春と冬の時間の使い方の比較ができるし、冬に

なると寝る時間が長くなる（笑）といったこともわかります。

白川：2020年1月にオンサイト施設のコンピュータを入れ替えたので、次回は

より高速にお使いいただけると思います。

ハートグ：コロナが収束し次第、ぜひまた訪問したいです。どうぞよろしくお

願いします。 ※ 本インタビューと対談は、オンラインで行われました。
公開日：2020/11/10

2019年の生活時間に関する研究会
で発表をするハートグ研究員。

2018年の生活時間に関する研究会。白川研究員が座長を務める。
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「データサイエンス」時代の人文学へ向けて

「データサイエンスという言葉、最近よく聞きますね」と言うのは、2016年度に

設置されたROIS-DSを担う藤山施設長だ。「でもデータサイエンスという特定の

学問分野があるわけではありません。データというのも、絵とか文書とか、あ

るいは数値であるとか、実にいろんなものが含まれます。データサイエンスとは、

そういういろいろな種類の、中でも特に大量のデータを取り扱い、さらに実際

の研究者が使えるようにしたり、また社会の人たちが理解できるようにしたり

する、そのための考え方だと思っていただければ結構です。そしてそれはやは

り統計学や計算機科学といった学問に基づいた、物事の考え方だということです」。

藤山施設長自身の研究のバックグラウンドは、生物学だ。1990年頃からは、歴

史的研究プロジェクトとなった国際ヒトゲノム計画にも参加・推進した経歴を

持つ。「ヒトのゲノムを文字にすると全部でざっと30億文字あります。これを

全部解読して計算機の中に入れ、その情報を解析して皆さんに使ってもらおう

というヒトゲノム計画は、2004年に一応の完成を見ました。これをもって、生

物学もデータ中心科学の仲間入りをすることができたことになります」と、藤山

施設長は言う。「人文学における古文書やくずし字も、古くは偉い先生方が本に

埋まるようにして、いろいろ難しいことを考えられていたのですが、データサ

イエンス時代においては計算機を使うことによって、より広く使ってもらおう

という、そういう進

め方になってきた

と言えるでしょう。

ROIS-DSは、さまざ

まな学問分野におけ

るデータサイエンス

を推進していますが、

デジタル・ヒューマ

ニティーズはその一

例なのです」。

デジタル化が難しい、日本の古典籍4つの特色

国文学研究資料館（東京都立川市）のロバート キャンベル館長は、近世・近代日

本文学の研究者として知られる。まずは館が所蔵する資料等について聞いた。「当

館は文学や歴史に特化した図書館で、原資料の閲覧・複写などが行え、多くの

研究者にお使いいただい

ています。当館が所蔵す

る書籍・書物は江戸時代

までに日本列島で制作さ

れたものが中心で、長い

歴史の中で巻物、巻子本、

袋とじ等、形態がさまざ

まに推移しており、これ

らを全部ひっくるめて「古

典籍」と呼んでいます。

まさに千年以上にわたる

古典史の結晶と、言うこ

とができるでしょう」。

キャンベル館長によれば、日本の古典籍にはユニークな特徴がいくつかあると

いう。「まず絵がとても多い、つまり視覚要素と文字の要素が不可分であること

です。次にさまざまな書体があり、漢文、片仮名混じりなど表記体もさまざま

である点です。それから歴史上の人々が知識や情報をどのように積み重ねていっ

たのかは大変興味深い問題ですが、江戸時代までの間に人々がさまざまな時代、

さまざまな人々の考えを、注記というかたちで1つのテキストに併存・蓄積させ

ることによって知識を作り上げていったことも、古典籍から知ることができます」。

「さらにもう一つ、日本の古典籍では本の大きさ、材質、表紙の模様といった姿

形とその内容が相関しているという特徴があります。大きいものほど古典的で

価値が高い、小さくなればなるほど、今日的、あるいは応用性の高い情報が盛
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から大学教員の育成事業を始めたいと思います。社会科学の先生方との共同研

究において、きちんとコミュニケーションができるような研究者育成ができれば、

先ほどからご議論いただいている横幹知につながるのではと考えています。

遠藤：はい。価値観の対立や分断は、どれか1つが正しいというふうには決まり

ません。では何をよしとするのかを、シミュレーションなどで状況の理解を共

有して、みんなで議論することによって、社会としての一つの意思決定ができ

るかもしれません。しかし現実には、全員が将来にわたって1つの価値観でまと

まるとは限らないですよね？ そこで議論を積み重ねることによって、暫定的

な答えを出しながら社会を動かしていく。そこにはすべての人たち、つまり「誰

も取り残さない」みんなの意見が反映されていく──そのような場づくりを私は

1つの目標と考えています。その合意形成に、理解の架け橋としてのデータサイ

エンス、数理科学が本当に重要だと考えています。

そしてまた決定した結果どうなったか、社会はどう変化したのか、常に次のステッ

プで検証し、それによってさらに次の意思決定を重ねていくというプロセスが

たいへん重要です。静的な「エビデンス」ではなく、逐次状況を確認しつつ、ダ

イナミックに変化していけたら素晴らしい！──と考えております。

椿：若手の数理の研究者たちが、共同研究を通じて、本当に必要な数理的構造

やシミュレーション・モデルに気付くチャンスになるのではないかという期待

もしているんです。やっぱり人文学、社会学は深いなあと……コロナ禍を経験

して、ますますその重要性が顕在化したと思うので、ぜひ先生にいろいろご指

導いただければと思います。

 ※本インタビューと対談は、オンラインで行われました。
公開日：2021/03/10

本の研究力を支援する立場のわれわれ大学共同利用機関が適切な役割を果たして、

実現できればと考えています。

現在統計数理研究所は、データサイエンティストの育成、日本で統計数理とい

う学術の何を教えなければいけないかといった教育の課題にも取り組んでいま

す。今日伺ったことから考えると、シミュレーションとは基本的にどんな考え

方なのかという一歩踏み込んだ理解に基づいて、エージェント・ベースのよう

な方法を含めて、自ら社会のためにシミュレーションを設計しようという自発

的な研究者に統計数理の知を教えるのも大事な役割だと考えました。研究所内

にある統計思考院では、このような役割を意識した研修の場として、2021年度

「情報・システム研究機構では、2010年から2015年までの第2期中期目標・中期計画期間において、融
合研究「データ中心人間社会科学」を推進しました。私たちを取り巻く様々な環境の作用について、「情
報」と「システム」という視点から捉え直し、解明するのが当機構のミッションです。価値選択などに
有用な合意形成に資する文理融合研究の在り方について、今回の対話で再確認しました」と椿所長。





『情報・システム研究機構ブックレット』について

本機構は、新たな研究パラダイムの構築と新分野の開拓を推進し、

また大学共同利用機関法人として、大学等の研究の発展に貢献しています。

『情報・システム研究機構ブックレット』は、

その研究と貢献をわかりやすく紹介していく、シリーズ小冊子です。

情報・システム研究機構ブックレット6
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